女神エイドスのくれた五分
　
　
龍之介＃３２
　
　
　ヨシュアさんが私を抱きかかえて、女王宮に続く階段を上っていく。
　
　背中と膝の裏に感じる腕の力強さと、ふわふわとした心地よさ。
　
　心の中のロウが、身体の奥に灯った灯火によって溶け、その奥にしまったはずの恋心が滲み出てくる。
　
　その一方で、これは夢だと悟る。あの日の夜、はっきりと告げられたはずだ。
　
　
　……でも、空の女神エイドスよ。
　
　出来うるならば、今ひととき、私に目覚めを与えてくれませぬように……
　
　この夢が、少しでも長く続きますように……
　
　

　
　
　やわらかく、少し湿った風が、クローゼの頬を撫でた。
「思ったより早く着きましたね」
　エルモ村の入り口にて足を止めた彼女に合わせて、斜め後方を歩いていたユリアも立ち止まり、そう言って、額に滲んだ汗を手の甲でぬぐった。
「そうですね……ふふ、これもエステルさん達と旅をしたおかげでしょうね」
　私服姿のクローゼが振り返り、微笑む。
　公務で忙しい中、一日だけ空いた休日。それを利用してエルモ温泉に行こうと、朝の早い時間に王都を離れ、リッター街道を通ってツァイスに着いたのが正午少し前。そこで軽く昼食を取ったあと、トラット平原道を南に下り、今こうしてエルモ村に着いたのが二時ちょうど、である。一般の旅人であれば、日が暮れかかる頃の到着になっていたであろう。
「それでは、私はこれにて」
　靴のかかとをカッ、と鳴らし、ユリアが敬礼する。
「……やっぱり、ユリアさんも一晩ここで休んだらどうですか？　ここ最近働きづめでしたし……」
　私用なので護衛は必要ないと頑なに拒否したのだが、どうしてもと、それ以上の意志で押し通され、目立たないような服装でなら、と条件を付けて同行を許した。しかし、そのために他の予定にかなり無理をさせたらしい。その申し訳なさもあるし、やはり働きすぎだ。少しでもしっかりとした休息をとれればと、そう思っての言葉だった。
「申し訳ありません。お心遣いは嬉しいのですが、これよりレイストン要塞に行かなくてはなりませんので……」
　ユリアの顔が曇る。
（また、こんな顔をさせてしまった……）
　朝、出発の時を思い出す。あの時も、「護衛の任をここしばらく果たしていない」そう言われ、同じような表情をされた。その顔に対して、主としてどう応えればいいのか分からない。お祖母様ならどう言うのだろうかと自問しても、答えは出て来ない。自分はやはりまだ未熟なのだと痛感させられる。
「ごめんなさい。無理させてしまって。でもユリアさん、身体だけは大切に」
　浮かんできたのは当たり前の言葉。でも、精一杯の心を込める。
「はっ！　ありがたきお言葉」
　凛とした顔に戻り、再び敬礼をしたあと、ユリアは来た道を引き返していく。その背中を見届けながら、クローゼは小さく溜め息をついた。
　
「ようこそ、エルモ村へ。待ってたよ」
　快活な声に振り向くと、笑顔のマオ婆さんが立っていた。
「今晩はお世話になります」
　重くなりかけていた心が少しだけ軽くなる、いい笑顔だった。
「いやあ、まさかお姫様だったとはねぇ！」
　以前と同じ調子で話してくるマオ婆さんがありがたかった。公務で各地を訪れても、かけられる言葉は固いものばかりで、肩に力が入り、疲れてしまう。
「すいません。隠すつもりはなかったんですが……」
「はははっ！　いいよいいよ！　でもやっぱり、どこぞの遊撃士の嬢ちゃんと違って、おしとやかな子だなあと思ってはいたんだよ」
　腰に手を当て、笑いながら言う。
「だ～れ～と～違って、ですって？」
　どこから聞いていたのか、マオ婆さんの後ろから右手に棍を持ったエステルが肩を怒らせながら歩いてくる。
「おや？　終わったのかい？」
　マオ婆さんが振り返る。
「ええ。もう魔獣の心配はないと思います」
　エステルの後ろからヨシュアが答える。こちらは双剣を鞘に仕舞い、のんびりと歩いている。
「もう！　ヨシュアも反論して！　まったく、どこがどうおしとやかじゃないっていうの？」
　棍を地面に突き、仁王立ちになる。まるで勇ましい銅像のようだ。
「いや、エステル……そういうところだと思うよ」
「む～～！」
　呆れた顔で返すヨシュアに、頬を膨らますエステル。
「はっはっ！　まったく相変わらずだねぇ」
「ふふ……そうですね」
　マオ婆さんにつられて、クローゼも笑う。
「魔獣の件はありがとうね。これで安心して温泉を楽しんでもらえるよ」
「どういたしまして……て、あれ？　クローゼ！」
　親友の顔を見つけたエステルの顔が華やぐ。
「お久しぶりです、エステルさん。ヨシュアさんも」
「久しぶり。まさかこんなところで会えるとは思わなかった」
　クローゼとヨシュアもまた、笑みを浮かべる。
「でも、お二方はどうしてここに？　外国を回ると聞いていましたが……」
　クローゼが尋ねる。
「うん。今もその最中なんだけど、実はこのエルモ温泉の源流が湧き出す洞窟に、以前、結社が実験を行った際に活発化した魔獣がまだ残ってたらしくて、その駆除に来たんだ」
「ツァイスにいる遊撃士に任せようかとも思ったんだけど、結社が関わったことだからってヨシュアが言うから、ちょっくら飛んできたってわけ」
　ヨシュアの返答の後を、エステルが継ぐ。
「なるほど。そういうわけでしたか」
「で、クローゼは何で？」
　エステルが問い返してくる。
「私の方はただの休暇です。今日一日は何も予定がないので、ゆっくり羽を伸ばそうと」
「うんうん。休息は大事よね～。じゃあ早速行きましょ！」
　言うと同時に、エステルはクローゼの手を引っ張る。
「え？」
「露天風呂よ！　この時間は人がいなくて狙い時なの！」
　再会してから数分も経たないうちに、二人は風のような速さで消えていった。
「エステル、はしゃぎすぎ」
　ヨシュアのつぶやきは、もちろん届かない。
　
　
　
　
　
　温泉にゆっくりと体を沈めると、疲れが溶け出していくようだ。知らず知らずのうちに、溜め込んでいたのかも知れない。
「クローゼ、正式に女王代理になったんでしょ？　公務とか、辛くない？」
　組んだ手を前に思い切り伸ばしながら、エステルが聞いてくる。
「ええ。まだ慣れないことが多いので色々と苦労してます。でも、お祖母様、ユリアさん、カシウスさん、周りが色々と気遣って支えてくれてますから」
　実際、自分一人で出来ることはまだ少ない。まだまだだなと、日々痛感する毎日だ。
「ああ、うちのお父さんは気兼ねなくこき使ってやってね。目を離すとすぐサボるから」
「ふふ……ありがとうございます」
　それから、温泉に浸かりながらお互いの近況を話し合った。レンを追いかけていること、外国の様子、リベール各地の様子、など。
「今は暇を見つけて、国内各地を見て回っているんです。まだ顔が知れ渡ってないみたいで、私服でいれば結構私だと気付かれませんし」
　風に木々の枝が揺れ、心地よいさざめきが耳に届く。
「改めて回ってみると、色々と気付かされるんです。人々の営みや、力強さ、自然の豊かさも……今はまだ未熟な私ですが、それらを守るために何をすべきか、今はそれを考える時期なのだと、そう思っています」
「そういう考えが出来る時点で、未熟なんかじゃないよ、クローゼ」
「え？」
　クローゼがエステルを見る。力強い瞳が自分の姿を捉えていた。
「私も、ヨシュアも、お父さんもそう。みんな、自分が出来ることは何か、それを考えて、精一杯やろうとしているだけだもの。結局、そういう想いが重なり合って、強い力が生まれるんじゃないかな？」
「……国家も、そうなんでしょうね。民のそういった力が幾重にも重なり合って、国という力になる……やっぱりエステルさんは不思議な人ですね。話してるだけでこんなにも力づけられて」
　目を閉じて、大きく伸びをする。元気と勇気が体中を駆けめぐっていくようだ。
「お役に立てたなら嬉しいわ。人を元気にすることが遊撃士の役目だから」
　照れくさそうにエステルが微笑む。
「さて…と、私はもう上がるわ。夕飯用に魚を釣ってくる約束になってるの！　クローゼの分もゲットしてくるから、楽しみにしててね！」
　そう言って露天風呂を出て行くエステルの後ろ姿を眺める。
（本当に……太陽みたいな人）
　岩に背中を預けながら、クローゼは気が付くと目を閉じていた。
　
　
　
　
　
　目が覚めると、ヨシュアの顔がすぐ側にあった。
「目、覚めた？」
　柔らかな光をたたえた琥珀色の瞳を見つめてしまう。目覚める間際に見た夢を思い出し、わずかに胸が熱くなる。
「あの……私……」
　周囲を見る。どうやら、紅葉亭の一室のようだ。窓から入ってくる光は朱く、夕方であることを告げている。
「露天風呂で寝ちゃったみたいだね。疲れてるんじゃない？　大丈夫？」
「えっと……あの……」
　まだ頭が覚め切っていない。何か喋ろうとするも、言葉にならない。
「もう少しで、エステルが釣りから帰ってくるはずだよ。それまで少し横になってたら？」
　徐々に血液が回ってくる。温泉で眠ってしまったことが今更ながら恥ずかしく思え、頬が熱くなる。
「ん……」
　まだ体を横たえたままだったことに気付き、せめて上体だけでも起こそうと、力を入れる。
「あっ……！」
　首の所まで掛けられていた毛布がめくれた瞬間、ヨシュアが顔を背ける。
「え……？」
　クローゼが、その際のヨシュアの視線の先に目を落とす。
「……………っ！」
　瞬間、顔に血が上る。慌ててヨシュアと反対の方向に腰をひねる。クローゼが着せられていたのは浴衣。その胸元が少し、はだけていた。ベッドに運ばれてきた状況が状況なだけに、下着は着けていない。
「……その……見ました？」
　背中越しに尋ねる。
「……ごめん」
　返ってきたのはその一言のみ。だが、返答としては十分すぎるほどだった。
　顔が更に熱くなり、しばらくの沈黙が部屋に訪れる。
　
　
「……王家の言い伝えです」
　数分後、クローゼが口を開いた。背後で、ヨシュアが耳を向けた気配がする。
「その……を見られた者には……添い遂げなくてはならないと」
　また、数秒の静寂が流れる。
「えっと……その……」
　ヨシュアが口を開くが、明確な単語が出て来ない。
「ふふ……」
　胸元を合わせ、クローゼが振り向く。
「冗談ですよ、ヨシュアさん」
　ヨシュアも振り向く。クローゼを見つめる目には幾ばくかの安堵が浮かんでいた。
「クローゼはたまに人が悪くなるよね。……でも、本当にごめん。分かってたことだから先に言っておけばよかった」
「気にしないでください。わざとじゃないんですし。……それと、人が悪くなるのはヨシュアさんにだけ、ですよ。ヨシュアさんの困った顔見るの、好きなんです」
　クローゼが笑い、ヨシュアもそれにつられる。
　
「……でも、こうしてることがばれたらまたエステルに小言言われるな……」
　ヨシュアが頭を掻く。
「あら？　そうなんですか？」
「うん。町中で女の子ちらっと見ただけで色目使った、とか言われるし、依頼人が女性の時は絶対に二人っきりになるな、とも言われる」
　少し困った顔をするが、それほど嫌だという感じは見えない。
「でも、気持ちは分かります。やっぱり、好きな男の子には自分だけを見ていて欲しいものですから……」
　クローゼがヨシュアの瞳を見つめる。
「……ごめん。君にするべき話じゃなかったな」
　きっと、祝賀会の夜を思い出しているのだろう。
「ヨシュアさん、さっきから謝ってばっかり」
「う……」
　ヨシュアが心底困った顔を向ける。
「ヨシュアさんを困らせるのは、今日で最後にします」
　手をお腹の辺りで重ね、向かい合う。
「だから最後に一つだけ、お願いを聞いてもらえますか？」
　
　
　

　
　
　ヨシュアのハーモニカが、旋律を奏で出す。クローゼは目を閉じて、それを聴いていた。
　
　出会ったときから惹かれていた。
　
　でも、その隣には常に輝く太陽がいた。
　
　諦めようと、何度も言い聞かせた。
　
　けれど、想いは強くなる一方だった。
　
　それを吹っ切ろうと、想いを告げたあの日の夜。
　
　それでも、消えない恋心。
　
　でも、今日こそその想いにふたをする。
　
　そのための時間をくれた女神エイドスよ、感謝いたします……
　
　旋律は、夕暮れの中に消えていった。
　
平成二十年六月十五日
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